
チコちゃん

―　チコちゃんの始まりを教えて

ください。

私がフジテレビで管理職をやって
いた頃、後輩のディレクターが、
「アイスクリームの賞味期限は？」っ
て書いてある紙を持ってきたんです
ね。「どれぐらいかなあ、３年とか
もつんちゃう。」って僕は答えたん
ですけど、「ないんですよー。わは
は。」って言われました。僕はアイ
スクリームが好きで毎日食べている
んですけど、そんなことも知らずに
50年生きてきてしまったことに愕
然としまして、こんなん面白いなあ
と思いました。彼は、そういう雑学
を並べたクイズをやりたいって言っ
たんですけど、それだと知っている
か知らないかだけになってしまって
あまり面白くない。それよりはちっ
ちゃい女の子に「ぼーっと生きてる

んじゃねえよ！」って叱られる番組�
どうって、軽口叩いていたのが10
分ぐらいありまして、実はそれでも
う企画が全てできあがってしまいま
した。
―　NHKで放映されていますね？ 

上司だった役員が共同テレビジョ
ンの社長になった際、ハンコを押し
たりするのに疲れていた僕は、共同
テレビジョンに出向させてもらいま
した。共同テレビジョンは制作会社
ですので他社の仕事をやってもいい
んですね。そしたら早速、有吉さん
という大学時代の大先輩でNHKで
プロフェッショナルとかプロジェク
トXを作られた名プロデューサーに
「やっとお前と仕事ができるように
なったな。」と言われ、「今どんなこ
と考えているの？」と聞かれまし
た。「こんなんありますねんけど。」�
って言ったら、「それやろう、それ。」
となりました。

俯瞰

―　38歳のときに一度現場を引

退した後、共同テレビジョンに出向

し、十数年ぶりに現場に戻られたの

ですね。現場は楽しいですか？ 

そうですね。ただ、僕は、仕事の
成功を100％追い求めて日々を生き
ているという訳ではありません。博
打みたいな仕事で、一喜一憂してい
ると死んでしまいますので、実際の
時間配分は別として、自分の意識の
中での仕事のウェイトを４割で保
つ、あと６割の暮らしを大事に生き
ていたい、そういう意識でいます。
案外それ位が仕事の成果にもいいバ
ランスなんじゃないかと思います。
―　気持ちを抑えることがメリッ

トになるとは、どういうことなんで

すか？

切実に成績を上げたいと思ってし
まうと自分の手元に気持ちがいきす

TVプロデューサー・演出家

小	松	純	也	さん
Junya Komatsu 

OBA Monthly Journal 2021.12　3



ぎてしまうんですね。ヒットしてい
る番組を横並びで見渡して、「ああ
なるほど。今、視聴者はこういう番
組が好きなんだ。」というマーケティ
ングの意識からは、世の中を動かす
ようなヒット番組は生まれないと
思っています。番組は、最初は一人
の個人の心が動いた瞬間、ときめい
た瞬間っていうのがあって、それを
皆に共有していくことかなあと思
い、これは人から借りてくるもので
はないと思っています。
そこを発想するにあたっては、周

りを見回しているよりも、むしろ周
りを感じながら目をつぶって自分が
今どういうことを感じているのかと
いうことから発想していく方が、結
果ヒット番組に至りやすい。日々視
聴率に追われ、周りばかり見て、ト
レンドを追いかけたり、情報を集め
ようとして必死になったりしている
と、そういうことができなくなって
くる。日々の自分の生活を大事に、
子どもと一緒にいるとどんな感じが
するのかとか、今の世の中に自分が
抱く気分はどうなのかとか、暮らし
ている感覚・現実をできるだけフ
ラットにまっすぐ受け止めながら生

活することで、世の中の人と同じ感
覚になれる。共感をいただける発想
ができるってことなのかなと思って
います。そういう意味で、日々の暮
らしを大切にするっていうことはと
ても大事かなと思います。

キリスト教

―　小松さんの考え方には、キリ

スト教も影響していると聞きました

が？

はい、僕は祖父が牧師だったもの
ですから、小さい頃からキリスト教
の教育を受けていました。僕の心の
中のどこかにちっちゃい頃に植え付
けられた神様がおるんやと思うんで
すけども、その神様みたいな何かが
心の中にあると、今自分が思ってい
ることがどうなのかという心の中の
対話が生まれますので、そういうと
ころで客観性が担保できている。そ
こから生まれる根拠のない自信が、
特に他の人がやらない突飛なことを
する時に役に立つ実感があります。
宗教っていうのは人類が長く育んで
きた人間同士が共存していくための
知恵とかの集積だとは思いますの

で、それに照らして自分がやってい
ることってどうなのかなと冷静に�
見る。宗教って主観的なものと捉え
られがちですけど、実は客観性を担
保するには役に立つかなと思ってい
ます。

ワーカホリック

―　テレビ局の人って真夜中から

朝までずっと働いているんじゃない

かと思っていました。

30代は、朝の８時ぐらいに仕事
が終わって、11時からまた仕事が
ある。そんな日々でした。週末の１
日は絶対に休むと決め、土曜の11
時頃、仕事が終わると、東名高速を
車を飛ばして琵琶湖にブラックバス
を釣りに行き、寝ないで帰ってきて
仕事をする、そんなことをやってい
ました。

トリビアの泉

―　トリビアの泉も、小松さんの

企画と聞きました。

独身で、ものすごく忙しく生きて
いた頃、先輩と喫茶店で喋っている
中で、「伊勢丹の紙袋が新宿で一番
でっかいのはなんでやと思う？」と
言われ、「なんでですか？」って聞
いたら、「新宿には一杯デパートが
あるやろ？　その中で伊勢丹の紙袋
が一番でかいから新宿で色々デパー
トを回った人が、最終的に伊勢丹の
紙袋を一番外側にすんのや。だから
伊勢丹の紙袋は一番でかいんや。
あれはうまいことやっとるで。」と
いう話を聞いて、へえって言いまし
た。それがトリビアの「へえ！」に
つながるんですけど、番組の発想っ
ていうのはそういうほんまにいらん
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雑談みたいなところで生まれてるん
ですね。

ラフ＆ピース マザー

―結婚し、子どもが生まれ、変わ

りましたか？

子どもは無条件に愛してしまい、
子どもも無条件に頼ってきますよ
ね。子どもと向き合っている時に、
この人と出会うために私は生まれて
きたんだ、生きてきたんだと思え
ば、それまでの人生が肯定される感
覚っていうのがある。生物の生存戦
略にまんまと騙されているなあ、遺
伝子の運び屋として騙されているな
あという感覚も一方ではあるんです
けど、それが結局生きているってこ
となんだなあとより強く感じるよう
にはなりました。そこで得た感覚は
多くの人にも説得力があるんじゃな
いかという気はします。
―　ラフ＆ピース マザーという

子ども向けのコンテンツの動画配信

企画をされていますね。

あれは、スマホとかタブレットと
かで見ていただく、タッチパネルが
あることが前提になっていますの
で、テレビとは全然違います。
タッチパネルで、インタラクティ

ブにどう面白くしていくのか。ゲー
ムは進化していますが、映像エン
ターテインメントはどうか。テレビ
番組だったら、「１タス２は？」って
出題をして、15秒後に「３でした。」
「みんな分かったかなあ。じゃあ、
次いくよ。」となります。そうする
と、理解できなかった子は置き去り
にされる。タッチパネルで「もう一
度やってみる」っていうボタンがあ
ればもう一遍戻って子どもたちは
体験できます。「ヒント」ってい

うボタンがあったらみかんがどんど
ん出てきたりとかもできるわけです
よね。
視聴体験をパーソナライズする、

カスタマイズして、それぞれの人に
合わせた視聴体験を作ることがイン
タラクティブの一番のメリットで、
それが一番効くのは教育かなと思っ
ています。
そういうものが活用できれば、先

生方の役割や、対面教育の良さをど
う活用するかも様々考えられるかと
思います。今は先生方個人個人が苦
心してリモート教材を作ってらっ
しゃいますが、スーパー教師が作っ
た教材を皆で共有しながら、生徒は
インタラクティブに学びつつ、先生
方はエネルギーを別のところに向け
ることができるかもしれないといっ
た議論にもなります。
技術の進歩に合わせて、それをよ

く理解し、使いこなすことができれ
ばと思っています。

テレビ番組、ネット配信

―　「人生最高レストラン」のよ

うなテレビ番組を制作する傍ら、ア

マゾンプライムの番組を制作されま

したね。

「人生最高レストラン」では、サ
ントリーさんの一社提供の番組で、
地上波のテレビ広告ビジネスを何と
か守っていく戦いをしています。
もう一方でアマゾンプライムでは

松本人志さんとやったネット配信番
組「ドキュメンタル」。これをきっ
かけに配信でコンテンツをご覧にな
る方々が一気に増えた番組となりま
した。
―　配信とテレビの違いは何で

しょうか？

配信はいつでも・どこでも・好き
なものを見ることができますので大
変便利なんですね。ただ、配信に欠
けているものもあります。
まず、テレビは、それを同時に一

緒に見ている人が世の中に存在して
いるっていう感覚がある。
これに対して、配信は自分が好き

なものを好きな時に好きなように�
選んで見ることができるというのは
きわめてパーソナルなものです。
Yahoo!ニュースはトップニュース
見ているつもりがいつのまにか芸能
ニュースを見ていたりしますよね。
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パーソナライズされ、リコメンドさ
れたニュースが並び、広告もパーソ
ナライズされ、ターゲティングされ
る。Yahoo!ニュースをタップしてい
くことで、自分の関心のあること、
すごくパーソナルなことを追いか
け、エモーショナルになっていく。
自分に都合のいいことばかりを追い
かける。一歩立ち止まって考えると
いうことをさせない危うさがありま
すね。それでネット右翼みたいなこ
とが起きるのかなあって思うんです。
―　確かにネットニュースを見な

がら、自分が見るニュースの偏りを

感じますね。

配信は偶然の出会いがありませ
ん。Amazonはまっしぐらに欲し
い本を検索したら買える。でも本屋
さんにいくと余計な物がいろいろ目
に入っていらない物を買ってしまい
ますよね。でも、そこが面白いので
はないの？　というところです。
自分がキーワードを打ち込んで、

あるいは自分に関係のあるソーシャ
ルの人たちとしか接しない。世の中
で起きている重大なことを知る機会
がなくなっていく。公共に対する意
識や世の中に対する関心が薄れる。
アフガニスタンで今何が起きている
かは、自分には関係ない。地元の
ソーシャルメディアでつながってい
る身内たちと日々を過ごし、それで
満たされていく人生という感じが今
後、さらに広がっていくのかな、そ
のことが人間にとって幸せなことな
のかどうなのかというのは、判断が
つきません。
放送は１つの電波で１つのものし

か運べない。日本中にテレビ塔を建
てて莫大なコストをかけて維持しな
いといけない。一方、YouTuber１
人がテレビ局1000人分の仕事を

やってしまえる時代です。技術的に
は、放送が配信に取って替わられて
いくかと思います。一方で、コミュ
ニティや共同体に対して、意識が
及ぶかどうか、今後の配信の在りか
たに対して課題がある。どういう
コミュニケーションを作っていくか
を真剣に考えるべきでないかと思い
ます。
配信プラットフォームにアクセス

すると、私の視聴データからアルゴ
リズムがはじき出された「おすすめ
番組」がずらっと並びます。昔、番
組で養老孟司さんに伺ったんですけ
ど「人間はね。人間に作られた物に
囲まれていると疲れるのですよ。」
「人間が作った床や天井、壁に囲ま
れて、人間が書いた本を読むという
ことばかりやっていると、脳はスト
レスを貯めていく。だから葉っぱを
見なさい。雲を見なさい。」といっ
た話をされていました。現実がどん
どん、バーチャルで、アーティフィ
シャルなものになっていく、ストレ
スフルな状況になっていくという感
覚があります。
アルゴリズムの開発は偶然性の演

出というところまでいかないと完成
したとは言えないと思います。一方
気の向くままにといっても、無数の
配信コンテンツから、自分が見たい
ものを探し出すのも面倒くさいとい
うところに対して、どう対応してい
くのか。敢えて放送でネット上に無
数にある映像から、誰かが「面白
い。」「見たほうがいい。」と選んだ
ものをキュレーションして、つけて
おけば見られるという状況をつくる
ということも考えています。

コロナ禍を経た
リアリティ番組、
エンターテインメント番組

―　コロナ禍は、リアリティ番

組、エンターテインメント番組にも

影響するでしょうか？

コロナの問題もあるし、貧困の問
題もあるし、あるいは国際情勢が緊
迫しているっていう中で、今までの
経験や歴史から学んだりしてきたこ
とが、目先の問題を「解決」するた
めにどんどん吹っ飛んでいくってい
う感覚がありますね。その不安の中
で、どういうふうに人々の心を安ん
じることができるか、エンターテイ
ンメントを考えるかという課題があ
ります。
コロナで、親と会ったり、仲間と

ワイワイ居酒屋でしょうもない話を
してゲラゲラ笑うということが今は
できない。それがどれだけ素晴らし
かったかっていうのがすごく分か
る。みんなが実感している状況だと
思いますので。今後、そういうこと
が出来るようになったときの幸せ
は、より強い幸せになるだろう、も
のは捉えようみたいな感覚を、どう
いうふうに人と共有していくのか。
今までとは違うリアリティの立ち上
がり方が、みんなの心をさざめかし
ているような気がしますね。エン
ターテインメントもそこに向かっ
て、じゃあ、どういうふうにしてい
くのかは真剣に考えたほうがよいか
もしれないと思っています。
―　『人生最高レストラン』で凄

いお店を見て、心が掻き立てられま

した。

あの番組は実は、人間を語る番組
です。食べ物の話をするとき、人は
無防備になるので、その人の本質み
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たいなものが、ぽろっと見えるって
いうのがあるんです。そこを追っか
ける番組になってきました。これも
やりながら変わっていくんですけ
ど。元々は、私、開高健さんのファ
ンで、開高健さんの食について書か
れた文章が素晴らしいので、ああい
う楽しさを番組にしたいって、サン
トリーさんに熱烈にプレゼンをして
始めました。

現在の活動形態

―　共同テレビジョン退社後、始

めた会社（株式会社スチールヘッ

ド）は一人でされていると伺いまし

た。独立することに不安はありませ

んでしたか？

私もサラリーマン世帯出身ですの
で、独立なんて考えもしなかったん
ですけども、テレビ局にいると地上
波のテレビ番組しか作れませんでし
た。ついこの前までは、映像エン
ターテインメントはテレビか映画く
らいしかなかったんですが、企画の

出口が一気に増えてきた。映像ばか
りではなくて、技術が進歩してゲー
ムやデジタルコンテンツの制作にも
簡単にコミットできるようになって
きたんです。自由な身になります
と、配信も作れるし、ゲームを作っ
たっていい。アプリも作れる。一方
「ライブ」の価値も上がって舞台も
仕事としてできる。放送局の組織の
中で、みんな途中で制作者を辞めて
管理職になる。そうじゃなくても生
きていける道を切り開きたい、後輩
に見せていきたいなという思いもあ
ります。

関西育ち

―　関西で育たれた小松さんが、

放送業界におられて、関東と関西の違

いを感じられることはありますか？

どっか面白くないと気が済まな
いっていう関西人的感覚があること
が自分の中の資質としては良かった
かなと思います。言葉を尽くして伝
えようにも伝わらないことが一瞬の

笑いで伝わるっていうことが一杯あ
るんですよね。
「これ、面白くないですか？」っ
て申し上げて、「ああ、面白いです
よ。」ってなった瞬間に笑いが生ま
れると思うんですけど、この合意の
位置が、東京は型にハマったものが
皆さんお好きなので、型にはめてい
く。でも、松本人志さんは全く誰も
想像もしなかった位置で合意を作っ
てしまう、意表を突きます。
どんな状況でも何かしら笑いを

作っていこうとする、それによって
ものを伝えようとするというのは関
西で育ったからかなと思います。
ただ、僕自身は実はエセ関西人

で、父は長野の人ですし、母は横浜
や東京で暮らしてから関西に来た人
なので、実はネイティブタンは標準
語で、相手が関西弁の臭いが出てき
たら勝手にどんどん関西弁になって
いくバイリンガルなんです。関西弁
で喋るときと、標準語で喋るときっ
て、無意識に使い分けているなって
思うんですけども関西弁の方が便利
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なときは一杯ありますよね。言わず
もがななことを上手に伝えるコミュ
ニケーションが関西弁やとできるな
と思います。また、僕は後輩に優し
く喋るときに関西弁になりますね。
そういう言葉なんやなって思います
ね。一方、キレるときに、関西弁に
なったほうが迫力出てええやろって
思うんですけど、そのときは僕、
どっちかっていうとべらんめえ口調
になるんです。
―　西宮ご出身で高校は大阪の星

光ですね。

西宮って微妙なところで、どっち
かっていうと神戸の文化圏で育ち、
高校入試の日に生まれて初めて通天
閣を見ました。
高校に入り、大阪の人の同調圧力

の強さって、すごいなと思いまし
た。別にそれが嫌いでもないんです
けど、「お前こうやんけ！　東京に
魂売ったな！」とか、よう言われる
んです。僕はそこまで思わないんで
すけど、やっぱりそういうふうに言
うんやって。それが大阪の人の可愛
らしいところかな、人懐っこいのが
よいところでもあり、めんどくさい
ところでもあると思います。
僕、同調するのがちょっと苦手と

いうか、中学も先生にいろんなこと
強制されるのが嫌で、行かなくなっ
てしまった子どもでしたが、初めて
学校に馴染んだのが大阪の人懐っこ
い人たちが一杯いる高校でした。心
の壁を無理やり乗り越えてくれたん
ですね、きっと。
今、ネットやプログラミングがど

うやってことも、アウトサイダー的
な感覚で仕事に出来る、アウトサイ
ダーでも平気やみたいなところは大
阪の人たちに鍛えられたのかなって
いう感じはします。

―　大学時代、小松さんが関西弁

分布図の話をしていたのが記憶に

残っています。

標準語の家庭で育って、関西弁を
喋れるようになったら、仲良くして
もらえるもんやって思って習得し
て、それは神戸の言葉だったんです
ね。大阪行ったら、「何やお前変な
喋り方すんな。」って。星光は、和
泉の子も、河内の子も、和歌山の子
もいて。和歌山の子は「ほんでね。」
「ほいたら。」とか、和泉の子は、
「ちゃる。」「さっぷい。」とか。喋り
方に土地柄が結構出て、人間もそれ
で変わる感じが面白かったですね。
関西の人って、お互いの住んでい

るところを、けちょんけちょんに言
い合うところがコミュニケーション
みたいなのがあると思うんです。あ
れを、あの感じで番組作られへんか
な。もちろん、いろんな土着的な問
題が実は絡んでいたりするので、な
かなかテレビでやるのは難しかった
りするんですけど、そういう隣り町
同士で、お互いの悪口言い合って、
自分らのええとこ自慢しあって、結
果的にそれぞれの土地の魅力の再発
見につながっていくみたいな番組作
りもちょっとやってみたいなという
ふうには思っています。

放送とコンプライアンス

―　テレビはパーソナルでない

分、言葉の捉え方や、対象の切り取

り方等も難しいそうですね。

放送は、望むと望まないとに関わ
らず、目にしてしまうものなので、
テレビをつけて悲しい思いになると
か、苦しくなってしまうという人が
いてはいけないというのが、基本か
なと思います。僕はフジテレビでコ

ンプライアンス管理とか、考査的な
こともやって、ケーススタディも随
分しましたが、そういった知識の蓄
積より、まず人間としてどう思うの
か、それを受け手側が見たときにど
ういう感じがするのか、それをどう
いう人たちが見ているのか、そう
いったイマジネーションをどれだけ
持てるかっていうことに、軸足は持
つべきかなと思ってます。
スカパーにいたときは、地上波の

民放連のルールとかがないので、全
て、自分たちで考えながらやってい
かなければいけないっていうことが
ありました。
例えば、南米の麻薬王関連のVTR

に死者の映像が映っている。ディレ
クターは、状況の悲惨さを伝えるべ
くその映像を使いたいと言う。で
も、地上波では死体を映していな
い。なぜだろう？　不快感があるか
ら？　スポンサーに苦情が行くから
か？　他方、調べてみると、報道の
現場では戦争の悲惨さを伝えるため
には死者の映像も映すべきという議
論もある。最終的には死に顔の映像
を見て、無残で無防備な姿でいるこ
の人が合意したわけでもないのにそ
れを映すことに対する抵抗感に行き
当たり、映像は使わないこととしま
した。
慣行やルールで思考停止せず、な

ぜ放送すべきか、してはいけないの
かを考えることが必要かと思います。
―　本日は貴重なお話をありがと

うございました。
2021年（令和３年）９月24日（金）
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